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Abstract 
In acid solution (pH about 4)， the solubilities of silica and alumina are such that relatively much 
alumina and relatively litle silica are present， and the pH for beginning precipitation of ferric hydro-
oxide is 2 to 3，and that for beginning precipitation of the manganese (I) hydroxide is about 9. 
This accords with fact that the moderate amount of aluminum and a litle amount of iron 
dissolve in the water of Lake Kussharo， and the manganese dissolves in homogeneously in th巴
lake water. In the bottom sediment， the moderate amount of iron accumlates and the content of 
iron exceeds the amount of aluminum， and the amount of manganese is litie. 
In the water of Lake Kussharo， the quantitative separation has been done by the condition of 
pH (about 4). 
1. 緒言
屈斜路湖η調査は昭和 4年1)8月， 10月と昭和 13年 7月2)におこなわれて以来，昭和 34
年 10月に pHついての調査がおこなわれただけで、それ以外の成分についてはおこなわれてお
らず，その間魚類は死滅し，今日では魚のきわめてとぼしい湖になっている。 屈斜路湖の pH
は昭和 4年には 5.5， 昭和 11年3)には 5.1， 昭和 13年には 5.4-5.9であったものが昭和 35
年には 4.0-4.2になっているい、ずれも湖心の表面についての値である)。いくたび、かの養殖事
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灼熱減量 Si02 A1203 











昭和 35年 10月の調査では， 屈斜路湖水は強い酸性を示し，表面は， A， B点では 3.8，
C点では 4.6，D点では 4.3，E， F， G， H， 1点では 4.Qを示した。 A，B点の pHはこの方
~ r.~ JjtJ. .c /.j"守
面に川湯温泉 (pHl.6)5)からのセセクベツ)103酸性氷め流入があって，他の水域よりもわずか
酸性になっている。 Cおよび Dにおける pH湖畔温泉の pHが中性ないしは弱アルカリ性に
試料名匝半島1仁 伏|出テラ|試料名 |雲吋|仁 伏 |川湯美l園ホ テノレ
採水年月日 '55，8，13 '55，8，13 '55，8，13 Fe2+-Fe3+ 0.12 手0.05 111 
水 温 98 45 65 Mn2+ <0.10 10.6 
pH 9.2 7.5 1.6 A13-t 11 0.5 236 
蒸発残澄(mgjC) 1444 661 6928 Cl 370 95.2 1525 
Na+ 307 182 555 HS04- な し な し 2309 
K十 21 5.5 74 S042- 99.4 3.7 2726 
Ca2ト 6.1 13.2 222 H2Si03 631 168 290 
Mg2寸 <0.5 2.7 55.2 
(24) 
湖水の化学成分の地球化学的研究 (第4報) 25 
近いことを反映しており，その他の水域では両者の影響で 4.0附近の pHを示す。昭和 4年で






については地殻変動を境として変化し昭和 13年 7月には昭和 4年の調査のさいに比較してカ






屈斜路湖の水の pHはほぼ 4.0である。 この pHでは，水溶液中で，鉄(3価)の水酸化






沈澱せず均一に湖水中に溶存している。 アルミ ニウム含有量はきわめて多く 5-9mg/sに達
する。湖水中のアルミ ニウム含有量は大凡 100-1000mg/m3と報告されている。 pH4では湖
水中のアルミ ニウムはかなりの部分が溶存状態にあるとみられる。 pH4.5以下では， かなり












に減少したが昭和 35年にはほぼ 4年の値とほぼ同一水準にある。 pH4の湖水では， ケイ酸
は溶解度は僅かであるので，湖水にケイ酸が供給されでも溶存量がいちぢるしく増加するとい
うことはないであろう 6)0 Treatice on Limnology7)にあげられている湖水の表面水の Silica







が根跡程度存在するとし、う事実と合致する。 属斜路湖は不完全ながら， pHによ って定性分析
的分離をおこないながらその水質を変化している。 (昭和42年4月 28日受理)
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